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ふれあいサロンリーダー研修会
１月３０日（火）、島原市社協は、市内に３３ケ所ある高齢

者ふれあいサロンの更なる充実を図ることを目的に「ふれあ
いサロンリーダー研修会」を開催し、６６人が参加しました。
今回は２ヶ所のサロン（魚見団地第一集会所サロン・中町

サロン）の活動報告と島原地域広域市町村圏組合・島原地域
包括支援センターよりサロンで活用できる出前講座の紹介が
あり、その後の座談会ではお互いの活動の情報交換を行いま
した。
参加者から「他地区のサロンとの意見交換ができて良かっ

た」「自分のサロンでもやってみようと思える内容が聞けて良
かった」「もっともっと話したかった。こんな機会をこれから
も作ってほしい」など意欲的な意見が聞かれました。
今後もサロン活動が充実していくような研修会を開催した

いと考えています。



１２月１８日（月）長崎県総合福祉センター（長崎
市）において、一般財団法人 川崎清老人福祉基金様
から福祉活動用車両の寄贈を受けました。
同財団は、メトロ書店などを経営する川崎興産株式

会社が、昭和57年の長崎大水害で全国から集まった見
舞金を基に設立。在宅高齢者や障がい者の福祉向上を
目的にこれまで５0台もの車両が県内の市町社協へ寄
贈されています。
今年度は島原市社協・波佐見町社協が寄贈を受けて

おり、同基金の川崎孝会長からは「地域で支援を必要
とする方の為に活用することを期待します。」という
お言葉をいただきました。

皆さんは『民生委員』をご存じですか？
民生委員は厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地

方公務員です。給与の支給はなく、ボランティアとし
て活動されています。生活上のさまざまな相談に応じ、
適切な支援やサービスへの「つなぎ役」としての役割
を果たすとともに、高齢者や障がい者世帯の見守りや
安否確認などにも重要な役割を果たされています。
この民生委員制度は

1917年（大正６）に岡
山県で創設された済世
顧問制度から始まり、
平成29年度に節目とな
る創設100周年を迎え
ました。今年度は全国
各地で記念行事がおこなわれ、島原市民児連において
も『子ども民生委員活動』を記念事業として実施され
ました。これは子ども達が民生委員活動を一日体験す
るもので、市内で186名の小学生が高齢者宅を友愛訪
問しました。子どもと高齢者の交流を通して、お互い
に喜んでもらうことができたようです。この活動は好
評につき来年度も実施される予定です。今後も民生委
員活動へのご理解・ご協力をよろしくお願いします。
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８
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。
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守
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地域のために頑張っている人をバトンリレー方式で紹介し
ていきます。前回の光永忠吉・末美さんからの紹介です。

食生活改善推進員協議会で活動さ
れている隈部絹代さんを紹介します。
高齢者のふれあいサロンや食事会

（あかね会）、男性料理教室、小・中
・高校生へ料理講習などの講座を通
して食の大切さを伝え、市民の皆さ
んの健康づくりをサポートするボラ
ンティア団体として、約100名の「食
改さん」が活動されているそうです。
隈部さんは歳をとってからの食生

活の心配と健康のためにと思い活動を始められて約12年、
若い方との付き合いを通し
て気も若くなり、料理を覚
えることでご主人の健康に
も役立っていると話され、
今後も自分の健康と家族や
身近な人の健康のために続
けていきたいと笑顔で語っ
てくださいました。

今回のいい友！
隈部絹代さん

食改の活動を行う
佐原会長㊧と隈部さん㊨

皆さん「地区社協」をご存じですか？
島原市では７地区の地区社協があり、住
民の皆さんが協力して地域福祉活動を行
っています。それぞれの地区社協では、
工夫をこらした特色ある活動をなされて
います。
このコーナーでは市社協の職員が各地

区社協の活動におじゃまして、様々な取
り組みの様子や、活動されている役員さ
んの声を紹介していきます。
今回は三会地区社協の「あかね会」に

行って来ました。

介護保険に関する相談や手続きの代行等をケアマネ
ージャー（介護支援専門員）が応じます。

相談は無料になっております。

◆◆居宅サービス計画とは？◆◆
介護保険指定サービス又は地域支援サービス等の利
用で生活が支援できるように計画を作成致します。

●介護支援専門員が居宅サービス計画を作成します。
●介護支援専門員は毎月自宅を訪問し、本人の心身
の状態やご家族の意向を伺いサービスの調整を行
います。

★★ １．事業所の職員体制 ★★
管理者１名、介護支援専門員3名、

★★ ２．営業時間 ★★
平日（月～金） ８時３０分～１７時１５分
※２４時間体制をとっておりますので緊急の場合
はいつでもご相談ください。

●● 連絡先 ●●
島原市社会福祉協議会 島原居宅介護支援事業所

TEL 0957-73-9111
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※ 次回の「いい友！」もお楽しみに♪ ※
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有明福祉センターは温泉とトレーニングルームがあり
ます。温泉の源泉名は、有明温泉「美人の湯」神経痛や
疲労回復、美肌効果も期待でき、サウナもあります。
トレーニングルームはランニングマシンや筋力トレー

ニング器具等がありますのでぜひ一度ご利用ください。

開館時間・・・午前１０時００分～午後９時００分

（最終受付 午後８時３０分）

休 館 日・・・毎週火曜日

〇浴場利用料

市内一般・・・３１０円
７０歳以上及び障害者手帳
保持者の方・・・２１０円
市外一般・・・５２０円

※温泉の概要
泉質・・・単純温泉（低張性－弱アルカリ性－温泉）
泉温・・・３７℃

〇トレーニングルーム利用料（一時間）

市内一般・・・２３０円
７０歳以上及び障害者手帳
保持者の方・・・１５０円
市外一般・・・４６０円
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（

毎
月
第
３
水
曜
日

）

島
原
市
社
協
で
は
生
活
に
関
す

る
様
々
な
困
り
ご
と
に
つ
い
て
司

法
書
士
に
無
料
で
相
談
で
き
る
窓

口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
今
後
の

開
所
日
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

・
３
月

日
（
木
曜
日
）

22

・
４
月

日

・
５
月

日

18

16

（
午
後
１
時

～

午
後
４
時
）

ま
た
、
開
所
日
以
外
の
日
で

も
日
常
生
活
の
不
安
な
こ
と
や

困
り
ご
と
な
ど
が
あ
れ
ば
社
協

へ
ご
相
談
下
さ
い
。
担
当
の
職

員
が
丁
寧
に
対
応
い
た
し
ま
す
。
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フェイスブック ツイッター インスタグラム

＃しまばら社協 検索

１０月から１２月にかけて活動しておりました赤
い羽根共同募金活動では、多くの皆様のご協力によ
りたくさんの心温まる募金が集まりました。

【募金別実績額】（2月1日現在）

戸別募金 5,987,600円
事業所募金 916,000円
学校募金 492,624円
職域募金 202,050円
街頭募金 54,330円
その他募金 579,696円

計 8,232,300円

お寄せいただいた募金は「高齢
者いきいきサロン活動」や「小学
一年生への黄色い傘配布活動」「福
祉協力校助成」等の島原市の地域
福祉活動のために活用されます。


